
 

 

 

 

 

 

 結晶方位表示のための 

  ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐ 

 Ver.2.11M 

 

 

    

 

 

 

 

    ２０２５年０２月０４日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

操作上、不明な点、おかしな挙動がある場合、問い合わせ下さい。 



*Version 2.00 2015/01/05 NewCubicCODispに Tetoranal,Orthorombic 追加 

*Version 2.01 2015/01/10      最大指数９９、{h,k,l}<u,v,w>表示 

*Version2.02 2015/01/13 Hexagonal選択ではHexaConvertを起動 

*Version2.03 2015/01/25  GPODFDisplay との連携 

*Version2.06    2022/01/24      eulerangle(xx,0,0)対応 

*Version2.07    2022/06/10      retuireStructure Strcuture.txt に Strcture2.txt(real)追加 

*Version2.08    2024/12/26 計算極点図の描画 

*Version2.10    2025/01/16 表示 Triclinic->Orthorhombic確認 

*Version 2.11 2025/02/04 CrstalOrientationDispと連携 
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１．概要 

 ODF解析を行い、結晶方位が決まった時、その状態を他人に説明する事が困難な事がある。 

   そのような時、図で示せると便利である。 

   本ソフトウエアは、Ｃｕｂｉｃ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｏｍｉｂｉｃに限るが 

(hkl)[uvw]を入力する事で結晶方位図を表示出来し、報告書に画像を貼り付けて説明する為に作成された。 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌが選択された場合、ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔを起動する。 

従来のNewCubicCODispと同じ機能である。 

   入力部分と、表示部分を別ソフトウエアで作成していが、表示機能も取り込んだ。 

   ただし計算部分を別のアルゴリズムで作成した。 

   本アルゴリズムは、ODFEulerAngle ソフトウエアで開発した物を流用した。 

表示プログラム(Disp3DTriclinic2.jar) 

 単独では(112)[1-10]を表示する。 

    

 緑軸：結晶のａ軸  黄軸：結晶のｂ軸  紫軸：結晶のｃ軸 

 材料面：青色の面（裏側は紫の面）   ＲＤ方向： 材料面に表示している方向 

  

２．計算式 

 格子定数（ａ，ｂ，ｃ，９０，９０，９０） 

Ｅｕｌｅｒ角度をＢｕｎｇｅ（ψ1、Φ、ψ2）－＞結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の関係 

 ｈ＊ａ＝ｎ＊ｓｉｎΦ＊ｓｉｎψ2 

 ｋ＊ｂ＝ｎ＊ｓｉｎΦ＊ｃｏｓψ2 

 ｌ＊ｃ＝ｎ＊ｃｏｓΦ 

 ｕ／ａ＝ｍ（ ｃｏｓψ1＊ｃｏｓψ2－ｓｉｎψ1＊ｓｉｎψ2＊ｃｏｓΦ） 

 ｖ／ｃｂ＝ｍ（－ｃｏｓψ1＊ｓｉｎψ2－ｓｉｎψ1＊ｃｏｓψ2＊ｃｏｓΦ） 

 ｗ／ｃ＝ｍ＊ｓｉｎψ2＊ｓｉｎΦ 

｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞ －＞（ψ1、Φ、ψ2） 

 Ｈ＝ｈ／ａ、Ｋ＝ｋ／ｂ、Ｌ＝ｌ／ｃ、Ｕ＝ｕ＊ａ、Ｖ＝ｖ＊ｂ、Ｗ＝ｗ＊ｃ 

 ｃｏｓΦ＝Ｌ／ｓｑｒｔ（Ｈ＊Ｈ＋Ｋ＊Ｋ＋Ｌ＊Ｌ） 

 ｃｏｓψ2＝Ｋ／ｓｑｒｔ（Ｈ＊Ｈ＋Ｋ＊Ｋ） 

 ｓｉｎψ1＝Ｗ／Ｘ＊Ｙ 

Ｘ＝ｓｑｒｔ（Ｕ＊Ｕ＋Ｖ＊Ｖ＋Ｗ＊Ｗ） 

  Ｙ＝ｓｑｒｔ（（Ｈ＊Ｈ＋Ｋ＊Ｋ＋Ｌ＊Ｌ）／（Ｈ＊Ｈ＋Ｋ＊Ｋ）） 

   



３．ソフトウエアの使い方 

 ODFPoleFigure2->TooKit->OrientationDisplay-CrystalOrientationDisp 

 C:¥CTR¥bin¥NewCrystalOrientationDisp.jar 

  

  

結晶系の指定 

  

(hkl)[uvw] 或いは Euler角度を入力する。 

例えば 

 (-111)[110]を入力して横の Calcで Euler角度を計算する。 

 

 Euler角度が表示される。ＤＩＳＰの DISPで結晶方位図が表示される。 

 

ＤＩＳＰの中の Position,Disp size,BG color,Line sizeは表示パラメータです。 



画面上でマウス操作をすると、結晶方位の表示が変化する。 

      

 

Minus操作でユニットセルの変更が可能になります。 

 

Ｅｕｌｅｒ角度の入力 

(0.0  43.0  0.0)を入力 

  

 Ｅｕｌｅｒ角度の横のＣａｌｃで計算 

  

 

 入力されたＥｕｌｅｒ角度、ｄｏｕｂｌｅの指数を表示し 

 

 結晶方位を整数化し、その整数化した結晶方位に対するＥｕｌｅｒ角度が表示される。 

 この計算部分をODFEulerAngle ソフトウエアで作成した。 

 

 

 



４．外部起動 

 java –jar c:/CTR/bin/NewCubicCODisp.jar EULER F1 F F2 

  

 EULER 0.0 45.0 15.0 で起動された場合 

特別に登録されている方位と対称性 

選択で方位を設定する 

対称方位を表示 

 

 

 



Ｃｕｂｅの方位と対称性 

 

  

Ｃｏｐｐｅｒ方位 

 

  

Ｂｒａｓｓ方位 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇｏｓｓ方位 

  

  

Ｓ方位 

   

  

Ｒ方位 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ 

 ＰｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅはＯｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃであり、格子定数は 

  

 しかし、ＬａｂｏＴｅｘの場合、Ｚ軸に最長の軸を合わせる為、 

  

   と表現されます。同じ(111)[1-10]でも Euler角度は異なります。 

 

       



ＬａｂｏＴｅｘによる(111)[1-10] (0.0,73.01,62.73) 

  

 PFExport 

  

 ＴｅｘＴｏｏｌｓの為に、指数入れ替え(011->110,110->011,002->200) 

  

ＬａｂｏＴｅｘの(111)[1-10]をＴｅｘＴｏｏｌｓで読み込み 

 

(111)[0-11]として計算される。 



ＬａｂｏＴｅｘと同様にＺ軸に最長軸を合わせた計算をＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

 

 

  

  

 ＬａｂｏＴｅｘと同様に、(111)[1-10]として計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

  

 Hexagonalを選択 

  

 例えば、ＨｅｘａｇｏｎａｌのＭａｇｎｅｓｉｕｍを選択すると、 

 

 

 

 



 ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエアは立ち上がり、Ｍａｇｎｅｓｅｉｕｍが表示される。 

  

  

  

 Ｃａｌｃで、Ｅｕｌｅｒ角度が表示される。 

 



７．ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙとの連携 

 GPODFDispay の CrystalOrientationから起動されると、 

  

  Calc->Disp->Return Structure で 

  Positionが表示される。 

  

 



８．極点図の描画 

 Ｃｕｂｉｃ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの描画に関し 

 Ｃｕｂｉｃは、ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐで行い、 

    Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃは本ソフトウエアで行う。 

８．１ Ｃｕｂｉｃ 

  

 

LaboTex 

 



  ８．２ Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ 

  

 

 

LaboTex 

 

 

 



    

 

LaboTex 

 

 



８．３ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

LaboTex 

 



  

 

LaboTex 

 

 

極点図表示に使用したデータは、 

 ＣＴＲ￥ｗｏｒｋ￥ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐホルダに保存されます。  

    Ｃａｌｃで削除されます。     



９． ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐと連携 

 回転前の極点図と回転後の極点図比較 

  

  

 

 

 

 

 

 



９．１ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐで確認 

回転前      回転後 

 

Ｃａｌｃ後Ｄｉｓｐ（回転前）とＤｉｓｐ２（回転後） 

   

 PoleFigureContourDisplayで表示しているため、DispとDisp2で表示切替 

  

 

 

 

 

 



９．２ ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで確認 

 回転前の極点図をＰＦＲｏｔａｔｉｏｎに渡す 

 

  TD軸９０度回転 

 


